
保幼小連携の目的

○ 連携協力園・校での生活科を中心とし

た連携活動の実践交流を中心として、お

互いの理解を深めながらそれぞれの「ね

らい」を持った連携活動の充実に向けて

研修を深める。

H30年度 取組の内容

① 「保幼小連携協力園・校」での年間

計画の作成・推進・評価

② 連携活動の実践研究

（平成30年度連携モデル園・校・・・新舞鶴小学

校・やまもも保育園・昭光保育園・シオン幼稚園）

③ 保幼小連携活動研修会（３回）の開催

保幼小連携活動研修について

第１回研修会（８/17 金）

「保幼小連携協力園・校」での指導案検討・作成研修会

第２回研修会（11/６ 火）

連携活動の公開授業・保育研究会

（平成30年度連携モデル園・校 新舞鶴小学校 やまもも保育・シオン幼稚園）

第３回研修会(１/２９ 火）

『記録シート』を活用したグループワーク

保幼小連携活動研修について

第１回研修会（８/17 金）

「保幼小連携協力園・校」での指導案検討・作成研修会

第２回研修会（11/６ 火）

連携活動の公開授業・保育研究会

（平成30年度連携モデル園・校 新舞鶴小学校 やまもも保育・シオン幼稚園）

第３回研修会(１/２９ 火）

『記録シート』を活用したグループワーク

第２回研修会（公開授業・保育研究会）

１１月６日（火） 市内の保育園・幼稚園・小学校教諭が参加

新舞鶴小学校 １年生
やまもも保育園 ５歳児
シオン幼稚園 ５歳児

「あきのなかよしかいをしよう」

木 下 教 授 の指 導 講評 よ り
・互恵性・連続性のある連携活動になっていたか
（幼児）…遊び込む
（児童）…学び込む

⇒保幼小共に『自己発揮』していたか

・教師、保育士は一人一人の子ども
の学びを語れるか

・生活科の視点で『気付き』の
ある授業であったか
・遊び込める活動であったか

秋の自然物を使った楽器作り

考察（育ち・学び）

活動（遊び）の様子 保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）
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幼児期の終わりまでに
育ってほしい１０の姿
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写真

子ども
の言葉

保育者
の言葉

子ども
の言葉

子ども
の言葉

事実の場面のねら
いや意図を書きま
しょう

事実（子どもの言
葉、姿、活動の流
れ）を
書きましょう

★子どもの事実やその場面の意図、
ねらいから育ち、学びをみとる

★今後、どのような保育・授業を展
開していくかを検討する

H30活動記録シート

当てはまるもの
に○

学んだこと・来年度の実践に生かすこと

・ 子どもの育ちや学びをみとる評価（記録・省察）の
力をさらに付ける。

⇒「記録シート」の作成を通して・・・

・ 気付きや探究が生まれる連携活動にする。

⇒例「作って何に気付いたか」 導入・振り返り

・ 保育や授業を変えようとする意識をもつこと。

⇒ 保育や授業の質の向上

⇒ 子どもの学びや気付きの質の向上

    保幼小連携 報告 



モデル校 舞鶴市立新舞鶴小学校
シオン幼稚園
やまもも保育園
昭光保育園

舞鶴市立新舞鶴小学校
山宮 富美

人の役割交替も、自分

たちで時間を意識して

行うようにしました。ペ

アは作らず個人の興味

関心で活動する形態

でしたが、コーナーでの

やり取りを通して様々

な交流が生まれ、シャ

ボン玉遊びの時に比べ

ると、園の子どもたちも

自分の思いで主体的に活動できるようになり、1年生もより積極

的に関わるようになったと感じます。 
  

 これらの活動を通し

ての、成果と課題、学

んだことについてお話

します。 

 まず、園児と1年生、

相互に力を発揮する

設定をすることの大切

さです。ともすれば小

学校主体の活動に

なってしまいがちです

が、今回、園からもおもちゃ作りのコーナーを出したりシャボン玉

の道具を持ってきたり、園の近くの公園で活動したりし、園の活

動や生活、園児の活躍から1年生が気付いたり学んだりする機

会が多くありました。それらを、5歳児としてのねらい、1年生の生

活科の教科学習としてのめあてに的確に位置付けていくことが

大切だと考えます。 

 また、おもちゃ作りの

活動を公開させていた

だき、事後研では、は

じめや終わりの会、感

想交流を行うなどの形

式や、看板作りや司会

や紹介の練習など事

前の段取りにこだわり

すぎているのでは、とい

うご指導を受けました。

「準備・練習してきたことをうまくする」のではなく、「気付きや思い

のある活動にしていく」必要があります。そこに、園児・1年生とも

に、充実感や達成感を持たせたり、小学校で育てるべき「集団と

しての力」を高めたり、生活科という教科学習としてのねらいを的

確に位置付けたりすることが今後の大きな課題と考えます。 

 また、活動形態については、初期ははっきり相手を認識できる

二人組、そしてそれを基にしたグループ、交流活動に慣れてき

たら興味関心に基づいて活動する、と徐々に広げていくことが、

自分らしさを出してのびのびと活動していくためによいのではない

かと感じました。 
 

 今年度の活動を通して、園で大切に考えている力や活動に触

れることができ、連携の持ち方や、子どもたちの気付きを高め思

考を深めるために大切な視点を学ぶことができました。ありがとう

ございました。 

 5月に、各担任が集まって会議を持ち、年間計画を立てまし

た。昨年度は、5歳児がほかの園の友達とも交流する機会がで

きるようにという思いから、3園でそれぞれ3グループを作り、小

学校3学級と交流しましたが、日程調整の大変さや、園の担任

の園児把握の視点から、今年度は、1学級と1園で交流すること

となりました。活動内容としては、1学期にシャボン玉遊び、2学

期に秋見つけと木の実等でのおもちゃ作りを一緒にすることにな

りました。 

 

 6月のシャボン玉遊

びでは、事前活動とし

て、園では、シャボン玉

遊びにあらかじめ取り

組み興味を高めておく

こと、小学校では、生

活科の中で、遊びを工

夫することをねらいとし

て、道具やシャボン

液、遊び方の工夫を話

し合ったり作って試した

りすることを、それぞれ

行いました。また、小学

校から、子どもたちが考

えて作った道具をポス

ターにして園に届けるな

ど、互いの関心が高ま

るよう、文面での交流も

行いました。 

 当日は、園からもシャボン玉遊びの道具を持ってきてもらい、

小学校で、いろいろな道具でシャボン玉遊びを楽しみました。活

動形態としては、1年生の班（4～5人）と、園児（2～4人）でグ

ループを作って活動しました。名前を覚えたり、おすすめの道具

を紹介したりと、交流している様子もありましたが、全体的に、そ

れぞれが個々で楽しんでいる様子であり、交流は浅いと感じまし

た。何より園児の緊張感が高く、表情の硬い子が多かったように

思います。 
 

 この活動の反省点を踏まえ、10月の秋見つけは、園児にとっ

てなじみのある、園の近くの公園で行いました。１年生が園に迎

えに行き、園児がよく知っている公園で活動したことにより、園児

がリラックスして生き生き取り組んでいるように感じました。また、

今回は、1対1のペアを作ったことで、より関係を深められたよう

に思います。 
 

 11月のおもちゃ作りでは、秋見つけで拾った木の実等を用い

て工作をするコーナーを開き、行きたいコーナーに行って作った

り遊んだりすることになりました。保幼小が、招待する側・される

側にならず、お互いが自己発揮できるように、園児もコーナーを

開きました。また、コーナーの仲間の中で、教える人・遊びに行く

連携活動 シャボン玉遊び

連携活動 シャボン玉遊び

道具を工夫して・・・

連携活動 おもちゃ作り

連携活動 おもちゃ作り

連携活動 おもちゃ作り



１ 保幼小中接続カリキュラム策定の趣旨

２０１８年４月施行

保育所保育指針 幼稚園教育要領

幼保連携型認定こども園教育・保育要領

⇒保育・教育において「育みたい資質・能力」や、５歳児終了時まで
に育ってほしい具体的な姿である「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」が明確に

２０２０年４月施行 新学習指導要領

⇒すべての教科において３つの資質・能力

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範意
識の芽生え

社会生活との関
わり

思考力の芽生え
自然との関わり
生命尊重

数量や図形、標識や
文字などへの関心・

感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性と表現

１ 保幼小中接続カリキュラム策定の趣旨

乳幼児期から小・中・高等学校へと育みたい資質・能力がつながる

知識や技能
（の基礎）

学びに向かう力、
人間性等

思考力・判断力・表現力
（の基礎）

１ 保幼小中接続カリキュラム策定の趣旨

連携活動の継続・充実を図るため・・・５歳と１年生の接続期に限定し、カリ
キュラムを策定するつもりだったが…議論を進めていく中で・・・

「舞鶴市教育振興大綱」

「ふるさと舞鶴を愛し、夢に向かって将来を切り拓く子ども」の育成をめざし、

「０歳から１５歳までの切れ目ない質の高い教育の充実」を図る

乳幼児教育ビジョン（０歳から５歳）と小中一貫教育（６歳から
１５歳）を「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」でつ
ないでいく

まいづるカリキュラム ０１５

舞鶴では…小学校区ごとに連携協力園・校をつくり、５歳児と１年生

が連携活動を体験。保育者・教員は充実した互恵性のある連携活動に
するため、研修や公開授業・保育等において学び合う。

２ 保幼小中接続カリキュラム策定会議 メンバー

会長：溝邊 和成（兵庫教育大学大学院）

私立保育所園長代表２名、私立幼稚園長代表２名

同保育士代表２名、幼稚園教諭代表２名

公立保育所・幼稚園長各１名、同保育士１名

小学校長代表１名、小学校教諭代表２名

※新たに 中学校長代表１名 中学校教諭代表１名を加える（全１７名）

保育所・幼稚園等の関係
団体から代表者を選出

３ 保幼小中接続カリキュラムの策定の経過 （平成３０年度）

・１年目（H28) …保幼小連携等について研修、意見交換

・２年目（H29) …具体的な議論と事例収集・検討

・３年目（H30) …接続カリキュラム策定

（１）事例（０歳から５歳の
遊び、５歳児と１年生
の連携活動、小・中
学校の授業）の収集と
検討

（２）事例に関連するねら
い、内容等について
検討

（３）カリキュラム案の検討

日 程 内 容 場 所

平成３０年６月７日（木）
・昨年度の経過報告、今年度の取り組みについて提案
・事例検討、事例に関連するねらい、内容等について検討

市役所
４階 ４１３会議室

平成３０年７月１７日（火）

・事例検討、事例に関連するねらい、内容等について検討

・「様々な連携」（保育、指導要録、発達支援：個別支援計画の
取り扱い等）現状、課題について意見交換

市役所
４階 ４１３会議室

平成３０年１０月１８日（木）

・事例検討、事例に関連するねらい、内容等について検討
・カリキュラム（案）提案を検討

市役所
６階 大会議室

平成３０年１２月１３日（木）
・事例検討
・カリキュラム（案）について意見交換

市役所
６階 大会議室

日 程 内 容 場 所

平成３１年２月１５日（金）
説明「保幼小中接続カリキュラム まいづるカリキュラム０１５」
講演「まいづるカリキュラム０１５の意義とこれから」

講師：溝邉 和成氏（兵庫教育大学大学院 教授）

商工観光センター４階
展示交流室

３ 保幼小中接続カリキュラム策定の経過（平成３０年度）

保幼小中連携研修会

✿０歳から１５歳までを切れ目なくつなぐ

０歳から５歳の『乳幼児教育ビジョン』をスタートとして、６歳から１５歳

までの『小中一貫教育』へとつなぎ、０歳から１５歳までを切れ目なくつ

ないでいる。

✿育ってほしい１０の姿の視点

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、５歳児の終わりに見られる姿

とされているが、内容的にはそれ以降にも必要な資質・能力であることか

ら、０歳から１５歳の子どもの姿をこれらの視点で捉えている。

✿舞鶴の豊かな自然を活用した実践事例

０歳から１５歳までの各園・校の乳幼児教育・教育の実践事例を収集・検

討した内容をもとに事例を作成。舞鶴の豊かな自然を活かした遊びや体験、

授業が多く取り上げられている⇒舞鶴らしいオリジナルのカリキュラム

５ まいづるカリキュラム ０１５の内容 (１)特徴

ダンゴムシを見つける、触る、育て
る、調べる…

生活科１年「いきものとなかよし」

理科３年「こん虫のかんさつ」

理科１年「植物のくらしとなかま」

２年「動物の生活と生物の進化」

乳幼児期

小学校

中学校自然との関わり・生命尊重

遊びや体験の育ちや学びが教科につながり、育ってほしい１０の姿がつながる

５ 内容 (１)特徴

✿つながり

ダンゴムシを見つける

触る、育てる、調べる

生活科１年「いきものとなかよし」

理科３年「こん虫のかんさつ」

理科１年「植物のくらしとなかま」

２年「動物の生活と生物の進化」

小学校

中学校

育ってほしい１０の姿がつながり、広がり、深まる

数量や図形、標識や
文字などへの
関心・感覚

自然との関わり
生命尊重

思考力

言葉による
伝え合い

乳幼児期

５ 内容 （１）特徴

✿つながり

１５歳０歳
ふ
る
さ
と
舞
鶴
を
愛
し
夢
に
向
か
っ
て
将
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も

舞鶴市教育
振興大綱

＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊

＊＊

５歳
１２歳

事例 Ｐ○～

＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊

＊＊＊

１

６歳

言葉

環境

健康

表現

人間
関係

春

夏

秋

冬

国語

算数

数学

生活
理科
社会

英語

音楽

保健

体育
図工

美術

技術

家庭

道徳
総合
特別
活動

育ってほしい
１０の姿

（視点）

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識

社会生活との
関わり

思考力

自然との関わり
生命尊重

数量や図形、標識や文

字などへの関心・感覚

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

小中一貫教育
育てたい３つの力

考える力 自覚する力頑張り続ける力

～学び手を育む～
・安心感

・信頼感

・達成感

・自己肯定感

・自己有能感

・自己有用感

乳幼児教育ビジョン
育てたい力、こころ

主体的・意欲的な自分

・自己決定力

・自己表現力

・自己調整力

～主体性を育む～

友達や集団の中の主体的
意欲的な自分
・コミュニケーション力
・協同する力（社会性）

P１２
０．１歳児９月
「こちょこちょ…」

Ｐ14
０．１歳児６月
「どろんこ遊び楽しいな」

Ｐ16
４歳児６月
「ちょっとちがう!」

Ｐ17
３歳児６月
「うわぁ～産まれとる!」

Ｐ18
５歳児６月
「ザリガニ釣れた!!」

Ｐ20
４歳児 10月
「なんで違うのかなぁ～?」

Ｐ21
４歳児
「種が変身!!」

Ｐ22
５歳児 10月
「これ何やろ？」

Ｐ23
５歳児 ６月
「透明なのに色が変わる!」

Ｐ25
３歳児５月
「てのひらおんどけい」

Ｐ26
３歳児２月
「池がたいへん!」

Ｐ27
５歳児５月
「ほわほわ?」

Ｐ29
３歳児６月
「うどんやさんごっこ」

Ｐ30
５歳児１２月
「お花いりませんか～？」

Ｐ33
５歳児 、１年生10月
「なんの形？」

Ｐ34
５歳児 、１年生 10月
「書いてみよう!」

Ｐ35
５歳児 、１年生 ９月
「とちらがおおいかくらべてみよう!」

Ｐ36
５歳児７月
大きくなってるかな？!」

Ｐ38
５歳児、年生10月
「つくってあそぼう!」

Ｐ41
1年生11月
「まつぼっくりゴルフ」

Ｐ43
1年生９月
「１０より大きい数の足し算」

Ｐ46
３年生９月

「友達と助け合って」

Ｐ48
３年生１１月

「電気で明かりをつけよう」

Ｐ50
４年生11月
「困っている人を助けよう」

Ｐ52
５年生10月
「跳び箱運動」

Ｐ53
1年生11月
「くじらぐもにとびのろう」

Ｐ54
全学年５月
「シロツメグサであそぼう」

Ｐ57
１年生11月
「比例と反比例」

Ｐ59
２年生９月
「日本の名所を紹介

しよう」

５ まいづるカリキュラム ０１５の内容 （２）全体像

０際から１５歳までの子どもの育ちや学びを「育ってほしい１０の姿」で捉えてつなぐ

年齢：○歳児
季節：○月
どんな遊び：題「○○○○」
事例の掲載ページ：P○

Ｐ○
○歳児 ○月
題「○○○○」

５ 内容 （２）全体像

考察（育ち・学び）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

遊び（活動）の展開

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

・

保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

・

○歳児 ○月 「 」

遊びの場面の写真

育ってほしい
１０の姿

健康な
心と体

自立心 協同性 道徳性・規範意識
社会生活との
関わり

思考力
自然との関わり
生命尊重

数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性

と表現

遊びの場面の写真

保育者の言葉かけ

子どもの言葉

子どもの言葉

子どもの言葉

子どもの言葉

年齢 月 「題名」

この遊びの場面の子どもの育ちと学びを、「育ってほしい10の姿」で捉える

５ 内容 （３）カリキュラム・事例の見方

    保幼小中接続カリキュラム策定会議 報告 



【舞鶴市保幼小中接続カリキュラム策定会議 副会長】 

策定会議のメンバー代表してお伝えします。 

 まず、会議に参加した皆様の思いをお伝えします。 

事例の記録のために保育所・幼稚園、小・中学校への保育・授

業を見られた先生方からは、「保育所・幼稚園に行き勉強に

なった。子どもが発見したり、発想したり、試行錯誤したり、主体

性を引き出す保育や授業は、年齢は違っても同じであることや

大切であることを実感しました。」 

「小学校の授業をもっと見たい。研究授業がよかった。まさに、

主体的・対話的で深い学びの授業だと感じた。」といった 感想

がありました。 

このように、互いの教育の方法の違いを知り、互いのよいとこ

ろを認め合うことが、大変重要であることを実感することができま

した。このことこそが、まいづるカリキュラム０１５が示していること

ではないでしょうか。 

 この互いのよさを知ることのできるカリキュラムを見て先生方に

感じていただけると嬉しいです。 

 また、「事例を検討することで、保育や授業を語り、議論するこ

とが楽しかった。参加できてよかった」「０歳からということで大切

さがよく分かった。小中一貫という立場から参加したが、小さい

時からが大事であり「育てたい１０の姿」を意識していきたい」と

いった感想も聞かれました。 

 「保幼小中接続カリキュラム～まいづるカリキュラム０１５」が策

定されたわけですが、これからが重要です。 

 私達、策定メンバーの思いは、「未来を生き抜く力をつけた子

どもを育てることがカリキュラムとして一本化されたことは大きな

こと。３の資質・能力をどう育てていくか、舞鶴市の全ての教員、

保育者が共有し、活用していくこと 」です。 

また、保幼から小学校へつないでいくために、要録に関して統

一される意義は大きいと感じています。舞鶴市全体がつながっ

ている、０歳から１５歳がつながっていることがこのカリキュラムの

意義であり、役割であると思います。ぜひ、皆さん読んでいただ

き、活用していただけることを願っています。 

 

０歳児から５歳児（乳幼児期）

【０歳児から２歳児】

【身近な生き物との関わり】

【身近な植物との関わり】

【身近なものとの関わり】

【人との関わり】

５歳児と１年生（接続期）

【連携活動 育てる】

【連携活動 つくる】

小学校

【１年生 生活科】

【１年生 算数】

【３年生 道徳】

【３年生 理科】

【４年生 総合】

【５年生 体育】

【その他】

中学校

【１年生 数学】

【２年生 英語】

５ 内容 （３）カリキュラム・事例の見方

○○との関わり

春… 秋…

夏…

子どもの姿 環境 保育者･教員の関わり 育ち・学び

見つける
興味･関心を持つ
観察する
触れる

不思議さを感じる
違い、特徴に気付く

生き物について調べる
周りの人に聞く

飼育する

生き物の特徴や生態（食べ物、必要な環
境）を知る

共有する

活用する

冬

自然との関わり
生命尊重

思考力

言葉による伝え合い

数量や図形、
標識や文字などへの

関心・感覚

【遊びの中の学びのプロセス】
・「おもしろそう」興味を持つ
・「やってみたい」触れる、感じる
・「なぜだろう」気付く，試す

・「知りたい」調べる、比べる
・「わかった」知る

・「伝えたい、見てほしい」表現する

必要な環境、材料、素材、
道具 等

どのような言葉をかけるか、関
わり方の方向性 等

遊びや活動の中で見られる育
ちや学びを「育ってほしい１０
の姿」で捉える

遊びや教材等の種類

遊
び
や
活
動
が
広
が
り
、
深
ま
る

年
齢
も
大
き
く
な
る

５ 内容 （３）カリキュラム・事例の見方

身近な生き物との関わり

春…ダンゴムシ、カタツムリ、ミミズ、メダカ、アリ、オタマジャクシ（カエル）、カ
タツムリ、アオムシ（チョウ）

秋…ミノムシ、トンボ

夏…クワガタ、カブトムシ、セミ、ザリガニ

子どもの姿 環境 保育者の関わり 育ち・学び

見つける
興味･関心を持つ

観察する
触れる
捕まえる

・天候、季節に応じて、身近な自然

のあるところ（田んぼ、畑、川、池、
山など）に出かける
・園庭にビオトープを作る
虫取り網、虫かご等

・生き物は、時期、天候によって左右されることを
知っておく

・地域の特徴や園内外の生き物の生息場所などを知っ
ておく

不思議さを感じる
違い、特徴に気付く

・調べるための道具や本等を準備す
る

虫眼鏡、簡易顕微鏡

図鑑、絵本、紙芝居、インターネッ
ト等

・正解は言わず「なぜ？どうしてそう思ったの？」と
問いかける

・更に疑問を深める言葉や原因と結果がつながりやす
い言葉をかける

・予測、考えたことをより確かなものにしようとする
質問を投げかける

・振り返りや、話合いの場面を活用し、気付いたこと
を伝え合えるようにする（考える、聞く、伝え合う雰
囲気作りを大切にする）

・子どもの気付きを言葉や写真、絵、表にして見える
ようにする
・植物に詳しい子どもに聞くなど学びを共有する

・クラスだよりやドキュメンテーションを活用して保
護者に知らせ、関心を持ってもらえるようにする

生き物について調べる
周りの人に聞く

飼育する

生き物の特徴や生態（食べ物、必要な環境）
を知る
命について考える

飼育に必要なものを子どもと一緒に
考え、準備する

水槽、飼育ケース等

・世話をすることで命の大切さについて考える機会を
持つ

活用する

・生き物をテーマにした劇遊び、ダンス、歌
や絵、製作などを楽しむ

・絵、製作に必要な素材、道具等を
準備する

画用紙、絵具、ハサミ、ガムテープ、
空き箱、牛乳パック等

・子どもたちと話し合って一緒につくりあげていく

冬…冬眠している虫、テントウムシ

自然との関わり

生命尊重

思考力

言葉による伝え合い

数量や図形、
標識や文字などへの
関心・感覚

遊びの様子

畑にさつまいもの水やりに

行った時の出来事。ダンゴムシだと
思っていた虫が、実はワラジムシだった。

ワラジムシだと知っていた子の
言葉を保育者が伝えたことで、

ダンゴムシとワラジムシとの違いに
子ども達が気づき、考え、伝え合う姿が

見られた。

保育者の関わり

（ねらい、意図、環境）

・子どもの気づきや発見を受け止
め共感していき、さらに思考を深め

られるような言葉がけをしていく。

４歳児 ６月 「 ちょっと ちがう! 」

今後の展開
ダンゴムシを見つけて、ワラジムシと動きや速さ等の比較や検証、探究すると新たな気付きが出てくるのではないか。また、１ぴきだと分からないが数匹集めることで、個体による違いも意識することがで

きる。それぞれの生態についても知りたくなり、よく観察したり、図鑑で調べたりという活動にもつながる。そのためには、 「何が違う？」「どんなふうに動いてる？」等の保育者の言葉がけや図鑑、飼育箱等
の環境が必要である。

考察（育ち・学び）

自然の中で、身近にいる虫に興味を持ち、触れたり比べたりする姿は【自然との関わり・生命尊重】につながる。「だんご虫つかまえた」「これワラジムシやで」などの子ども同士のやりとりは、まさに【言葉
による伝え合い】である。「かたちがちょっとちがう」「色いっしょやな」「さわってもまるくならんな」という子どもの言葉から、比べたり、考えたり、気付いたりしている【思考力】の芽生えや【数量図形、文字等
への関心・感覚】も育っている。

Ａ：ダンゴムシ
つかまえた

よく似ているけどなに
が違うんかな？

Ｄ,Ｆ,Ｅ：何それ～?
見せて～！

Ｄ：形がちょっと違う

みんなこれワラジムシって
言うんやって！
Ｃちゃんよく知ってるね

Ｂ：ほんまや、見せて

Ｃ：あ！これワラジムシやで

Ｅ：色、一緒やな

Ｂ：さわっても丸く
ならんなあ

Ｆ：ダンゴムシより
走るの早いわ

育ってほしい
１０の姿

健康な
心と体

自立心 協同性 道徳性・規範意識
社会生活との
関わり

思考力
自然との関わり
生命尊重

数量や図形、標識や文字

などへの関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性
と表現

確かな連携のために

（１）保育所・幼稚園・認定こども園と小学校の連携活動の充実

⇒連携活動を継続、充実させるための連携活動年間計画の様式、書き方を
示す

⇒単発ではなく継続し、互恵性のある質の高い連携活動に

（２）子どもの育ちをつなぐ～要録の活用～

⇒園から小学校へ要録を送付、様式や送付時期等を統一

（３）支援の必要な子どもの育ちをつなぐ～個別の支援計画等の活用～

⇒園で書いている支援計画等を保護者の了解を得て小学校へつなぐ

５ まいづるカリキュラム ０１５ その他の連携

○策定会議に参加して…
・保育所・幼稚園に行き勉強になった。発見したり、発想したり、試行錯誤したり、主体

性を引き出す保育や授業が大切と感じた。

・小学校の授業をもっと見たい。研究授業がよかった。まさに、主体的・対話的で深い学

びの授業だと感じた。

・事例をもとに保育や授業を語り、議論することが楽しかった。参加できてよかった。

・０歳からということで大切さがよく分かった。小中一貫ということで立場から参加した

が、小さい時からが大事であり「育てたい１０の姿」を意識していきたい。

○まいづるカリキュラム０１５に期待すること

・学習の内容ではなく、未来を生き抜く力をつけた子ども達を育てることが一本化された

ことは大きなこと。３つ資質能力をどう育てていくか、舞鶴市の全ての教員、保育者が

共有し、活用していくこと。

・保幼から小学校へつないでいくために、要録に関して統一される意義は大きい。舞鶴市

全体がつながっている。

・連携活動の年間計画は、連携協力園・校でぜひ、活用してほしい。

策定会議のメンバーより

いつどんな時に…
✿５歳児、１年生担任になったら

⇒０歳児から５歳児までの事例と５歳児と１年生の事例を参考に
見ましょう

Ｐ６１ 保幼小連携活動年間計画の書き方も参考に

✿保育者になったら

⇒０歳児から５歳児までの事例は必ず見ましょう

Ｐ６４ 指導要録について知っておきましょう

✿教員になったら

⇒小・中学校の事例は必ず見ましょう

最後に…まいづるカリキュラム０１５の活用



    2月16日 Ⅱ部 シンポジウム 

「乳幼児教育の質の維持・向上をめざして～地域の試みへの展望～」 

【話題提供】 

さくら保育園長 倉梯幼稚園副園長 森田達郎氏 

＜公開保育を実施してから現在までの変化＞ 

◎H28年度より、行事中心の一斉保育から日々の保育を、遊び

中心の保育（子ども主体の保育）へと、保育方針を変換していっ

た。 

◎年齢発達に応じた環境への変換をおこない、乳児は愛着を大

切にすることを大事にしていった。しかし、保育者の動き方など、

わからないことがたくさんあった。 

◎職員一同で研修に参加し、公開保育に参加することでより具

体的な環境や子どもの様子を知ることができた。 
 

＜園長、副園長、保育者で相談したこと＞ 

◎以前は、何もない保育室に必要な時に保育者が選んだ玩具

を出して遊んでいたが、子ども達が選んで遊べる環境に変えて

いった。 

◎子ども達のために、行事を軽減したいと考え、行事、参観日に

保護者への説明を行ったり、手紙の配布を行った。 

◎保育室にはコーナーを設置し、発達に沿った玩具を考え、環

境を整えていった。 

◎保育者は、０～２歳児は、大人との愛着形成を大切にする、３

～５歳児は、言葉にして遊びをつなげることに配慮した。 

◎子どもが自分で考え、結論を導き出すことも大切にし、遊びの

見直しを行った。 

◎遊びの中で子どもが成長発達し、育っていくことを大切にして、

遊びが途切れないよう流れを考えて変えていった。 

◎設定保育は全員ではなく、コーナー 

の一つとして自分で選んでできるように工夫した。 
 

＜保育や行事を見直したことでの変化＞ 

◎乳児クラスでは、保育担当性を導入し、愛着を基盤とした個

別対応に変えていった。食事は全員が一緒ではなく、子どもに合

わせて時間差で食べるようにした。  

◎遊んでいるときの表情や動き、言葉が豊かになってきた。「こう

いうことをやってみたい」「作ってみたい」という思いが子ども達か

ら発信されるようになった。 

◎保育者は、子どもの姿をよく見て、子どもの言葉に耳を傾ける

ようになった。また、保育者同士でよく話し合うようになった。 

◎「今日この箱持っていく」「～を作る」など、子どもが園でしたい

こと等を話すようになったとの声が保護者から聞かれるように

なった。 

◎日常の生活から遊びが広がり、模倣からごっこ遊び、大きく

なってくるとやりとりをしながらお店屋さんごっこなどをする姿も見

られるようになった。 

◎幼児クラスでは、子ども達同士で発表し合う姿も見られるよう

になった。 

◎保育者が入るだけでなく、子ども達の中で遊びが広がるように

なった。 
 

＜公開保育後の行事の見直し＞ 

◎遊びに没頭できるようにするため、９月に行っていた運動会を

７月に開催した。 

◎これまで生活発表会は、保育者がセリフや衣装を準備してい

た。それを子ども達が自分で台本や衣装を作って行うようになっ

た。 
 

＜公開保育の課題＞ 

◎公開保育では、意見交流ができるため、違った視点からの意

見で新たな発見ができる。また、公開園は公開日まで話し合い

を進め、保育の見直しができる。しかし、普段どおりの保育とは言

いながらも事前準備には労力がかかり、いかにその負担を軽減し

てどの園も気軽に公開できる形を作ることが必要である。また、

公開することで自分の園の特色をさらけ出す、魅力がなくなると

考えることもあるかもしれない。公開保育の良さを周知すること

や、参観だけでなくカンファレンスにも参加することが大切だと考

える。 

行事中心の一斉保育から、日々の保育の遊びを中心に
子ども主体の保育に切り替える

平成２８年３月から、年齢の発達に応じた保育環境にな
るよう、保育室、生活環境、子どもの動線、

おもちゃの転換を進める。

乳児は、いかに愛着を大切にして大人を信頼できるかと
いう保育を目指す

ただ具体的な保育者や子どもの動きなど分からないこと
が多くありました

平成２８年度から保育方針を転換

2

そうした中、舞鶴市では「乳幼児教育ビジョン」

として、公私立・保育園・幼稚園の垣根無く、

舞鶴に住む全ての子どものために乳幼児関係団

体が合同の研修を実施していたため、

職員一同で参加することになりました。

各園の公開保育を見せていただき、

具体的な環境や子どもの様子を知ることが

できました
3

行事を含めた保育の見直し
あそびについて

今までは行事の練習や、設定、製作の時間＝保育

上記の保育の間の休み時間＝あそび（自由あそび）

見直し

保育＝あそびの中での成長・発達

していくものだと考え、一律に同じ

作り物を季節ごと行うことをやめた。

また、朝の集まりや体操によって、

あそびが途切れないように工夫した。

設定保育は一斉にせず、コーナーごとに小さな設定保育

を個別に行うようにした。
4

公開保育に向けて その後
京都府舞鶴市

社会福祉法人倉梯福祉会

さくら保育園 園長 森田達郎

1
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そして公開保育 当日 平成28年11月11日

5

事例１ 平成28年11月～
きっかけは３歳児が、ままごとコーナーで鍋やフライパ
ンを叩いて音を出し、まわりに迷惑をかけていた。しか
し、担任は注意するのではなく楽器に興味があるのかと
考え、子どもたちに楽器作りを提案

クラスで発表

年長児にも発展

年長児とセッション

誕生会で披露

すると楽器作りに没頭

6

公開保育当日

生活発表会で披露
7

そして・・・
ドラムの子は気持ちを落ち着かせるときに叩いて、

落ち着くと次の遊びに移動するようになりました。

そしてドラムも、どんどん進化していきました。

8

Ｑ、保育や行事を見直したことで何が変わったか？

乳児は保育担当制にし、愛着形成を基盤とした個別対応に

変わった。食事も一斉に食べず、時間差の食事にした。

幼児は表情、動き、言葉などが子ども発信に変わった。

作ってみたい意欲（お店屋さん・楽器など）が出てきた。

保育者：子どもの姿をよく見る

子どもの言葉に耳を傾ける

保育者同士で話し合うようになった

保護者：「今日、このお菓子箱持っていって電話作ってくる」

「○○ちゃんと先生ごっこしとった」など次の日したい

ことを考えて夜過ごしている。

・なんでも自分から考えて行動するようになった。

※保護者アンケートより 9

10

11

公開保育後の行事について

参観日 運動会 作品展 生活発表会 など

見直し

運動会

夏や秋の遊びに没頭できるために

例年９月だったものを７月に変更

練習を遊びの一つにして、楽しめるように工夫。

自分たちで作った衣装や考えて振り付けした踊りを踊ります。

発表会

先生が作った衣装・決められた台詞から、

自分たちで台本・役割・配役を決めて行う。

自分の衣装は自分で作る

子どもたちが決めて作った妖怪

演者とＢＧＭに担当が分かれた

12

公開保育の効果と課題

効果

本の写真や映像でなく、他園の保育を実際に見る
ことで新しい気づき（保育環境・保育者の様子・子
どもの動き）を得ることが出来る

公開保育の参加者は見るだけでなく、子どもの声
や保育者の動き・環境などを記入して、後半のカン
ファレンスで担任の工夫や苦労、講師のアドバイス
を聞き、意見交流をすることで、疑問を解決したり
新しい発見をすることができる

13

公開保育の効果と課題

課題

公開園は公開日まで研修をしたり話し合いをすすめて、
保育について改めて確認することができる

しかし、指導案等の事前準備にかかる負担も大きい

いかに現場の保育者にとって負担を感じさせない公開保育
にしていくことが課題

あと公開をすることが園の特色をさらけ出してしまい魅
力を奪われてしまうと思う園もあるのではないだろうか

公開保育の良さの周知も必要だと思う

公開保育参観で終わりではなく後半のカンファレンスま
でないと効果は半減する

参観だけでは「良かったけどうちでは無理」ということ
で終わってしまう 良かった部分を自園で活かせて初めて
効果があったと実感する

14
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【話題提供】 

うみべのもり保育所長  

島田久子氏 

＜公開保育について＞ 

◎カンファレンスで保育の良いところを認めてもらい、課題も教え

ていただける。 

◎公開保育に参加することで自分の保育の改善のヒントをもらえ

る。 

＜ドキュメンテーションについて＞ 

◎ドキュメンテーションは 保護者と保育所、保護者同士、保育

者同士、保育者と子ども、子ども同士をつなぐツールと言える。 

◎ドキュメンテーションを見ながら話をしてくれる保護者もいる。 

◎保育者として成長、進化できる。 

◎１番子どもを理解しているのは担任であるが、担任ではないと

ころからの意見も言えたらよいと考えている。 

◎ドキュメンテーションを日誌にすることで、保育者自身が子ども

のよさ、保育のおもしろさ、試行錯誤、悩み、子どもの成長への

喜びに気付くことができる。 

◎また、担任以外の者は、ドキュメンテーションを読むことでクラ

スのこと、子どものことが把握できる。 

◎保育者からの、子どものためにやってみたいという思いは、でき

るだけバックアップしたいと考えている。 

＜子ども主体の保育について＞ 

◎以前は遠足の行き先等、決められた場所に行くことが多かっ

たが、今は子どもが興味や関心を持っていることや、子どもの姿

から行き先を決めている。そのことで、遠足から帰ってからの子ど

もの遊びが豊かになったと感じる。 

◎地域の方にも協力してもらい、保育所がおこなっていることの

発信や、社会とつながっていくことも大切である。 

＜ニーズの多様化する保育現場で、職員の資質を高めるために

＞ 

◎誰にでも得意、不得手がある。不得手なことは自分でも分かっ

ていることが多いので、所長として、保育者が自分の良さに気付

けるような働きかけをしたいと考えている。 

◎健康管理が何より大切であり、辛い時は自分で言える、周りも

それに気付けるような職場環境にしていくことが大切である。 

◎健康でないとモチベーションもあがらないため、子どもが困るこ

とにもつながってしまう。 

◎業務量の管理については、書類の優先順位をつけ、無理なく

効率よくできるようにすることが大切だと言える。 

◎保育者自身が、自分はここに必要であると思え、自分の力が

発揮できる職場であることが大切だと言える。 

◎職員がお互いに改善点を指摘し合えるようなチームを目指し

たい。 

園長としての振り返り反省

最初のころは、特に、公開保育でよい所を、しっかり
とした保育を見てもらわなくては、という気持ちが強
かった。

公開保育の目的を見失う。叱咤激励・・・・

↓
職員の気持ちやモチベーションに、しっかり向き合え
ていたのか？

せかして、職員に考える時間を持っ
てもらえてなかったのではないか？
ドキュメンテーションを書く大変さを
理解していたのか？と
先走っていたことが今になって良く分
かる。 反省してます･･･

公開保育の効果
•自園の公開の場合は、そこに向かっているわけで
はないが、皆さんに見て頂くという思いが、環境
の見直しや、保育の振り返りの精度を上げてい
る。第三者に見て頂く事で、気付きがある。
その時の現場に合わせて、認めて下さる。

自分ならこうすると課題を知らせてくださる。
•他園の様子を見る事で、保育改善のヒントがもら
えたり、客観的な立場として見る事で、子どもの
姿はどんなか？自園はどうだろうか？と、振り返
ることができる。

•皆さん頑張っておられるな！と、力をもらえる
★25年度、26年度、28年度、29年度続けて公開保
育受けたが、継続で公開させてもらったことは、
課題に取り組むという点で、ありがたかった。

園長として取り組んだこと、といって
も・・・
可視化・プロジェクト型保育についてスタート
は職員と一緒。（本の購読、園内研修、自園の公
開保育、他園の公開保育など）

↓
職員の実践とドキュメンテーションで、

共に学ぶ

職員から学ぶ

（一番子どもをよく理解してくれている）

私は、担任ではないものの視点で・・

ドキュメンテーションは職員との間をつなぐツー
ル
≪当初は取り出し型、今は日誌形式≫

そこには・・・こんな職員の姿が
• 子どもの良さや、保育のおもしろさに気付く姿。
• 発達を今まで以上に意識する姿。

• 子どもの今の興味ややりたいことを認め、どう支援する
かに試行錯誤する〈悩む〉の姿。

• 子どもの成長、集団の変化に喜び、保育士として成長、
進化する姿。

共感・感
謝

やりたいことをバックアップ

• 子どもの姿興味から、こんなところに行ったら、もっと遊び
がふかまりそう！

• こんな体験をしたら、遊びの内容がもっとリアルになりそ
う！ ↓
【例】商店街にお買いもの・陶芸館に器作り・スーパーにお買
いもの・ふるるファームにピザ作り・クッキー作り・田辺城
探検・農家探訪・大江山に鬼探検・豆腐屋見学など

地域の方にも力を貸してもらい活躍してもらう。

（老人会の方・商店街の方他）

★子どもと常に一緒にいる保育士の力を信じ
思いに寄り添う。

それぞれの自己発揮

だれにでも、得意な所、不得手なところ
がある。あなたにも、私にも。

それぞれの良さに自分が気がつきそれを発揮
できているか？を考え、
★良さに気付ける働きかけをする。

もちろん指導や助言しなければいけない事も
★担当にまかせる。
まかせたら、失敗や不具合があってもまかせた
自分にも責任があるという姿勢
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玉川大学  

教授 大豆生田 啓友先生より 

（話題についてのコメント、質問等） 
 

～森田園長の話題提供を受けて～ 

「保育観ビフォーアフターのコツ」 

◎何かをしようとするときに「モデル」が

あることは大切であり、舞鶴市には公開保育のモデルがあった。 

他の地域にも出向いて学び合うことや保育を公開することで相

手との関係ができ、学びあい、進化できると言える。 

◎保育の転換にあたっては、パートナー＝仲間を作ることが大切

である。 

研修に行き、学んで園に持ち帰っても１人で何かを変えることは

大変ではないか。園の中で一緒に変えてくれる仲間を作ることが

大切と言える。 

◎行事中心の保育から、子ども主体・遊び中心の保育に変換す

るにあたって、保護者にどう説明するのかが大事ではないかと言

える。 

◎設定保育をコーナーに持ってくるのは一つの方法として良いと

思う。 

◎実習についても、一斉保育のみなのはおかしいのではないか。

部分実習をする際も一斉保育ではなく、遊び発展型の実習が望

ましいと考える。 

◎公開保育の負担軽減については、 

「がんばって見せよう」と思わないことが大切ではないか。 
 

～島田所長の話題提供を受けて～ 

「園内で育ちあう風土づくりのコツ」 

◎公開保育に向けて、遊びを一番盛り上げようとせず、普段通り

にすることで公開保育の負担軽減につながるのではないか。 

◎現場の中に職員の気持ちやモチベーションについて、考える

人がいることは大切である。職員がどれほど努力しているかを、ど

う発見して返していけるかが大事だと言える。 

◎上の立場から指導するのではなく、一緒になって学ぶ、同伴

者になることが大切である。 

◎ドキュメンテーションについて 

（取り出し型から日誌型への変換） 

写真を撮りながら保育することで、何となく1日を過ごしていた状

態から、子どものことがよく見えるようになる。写真そのものにコメ

ントを付けたり、事例に写真を添えるのではなく、写真から学びが

見えてくる。 
 

大豆生田先生からの質問への回答 

Ｑ．パートナーとの連携について 

Ａ．（森田園長） 

・副園長と相談し、一緒に悩んで保育の変革に取り組んできた。

それを職員が理解し、行動に移してくれている。 

・色々な提案をすることで、職員には負担をかけているかもしれ

ないが、子どものためにと話し合っている。 

Ｑ．保護者理解について 

Ａ．（事務局） 

さくら保育園 保護者アンケートより 

・以前に比べ保育が変化したか、という質問については、回答の

８割以上が変化したというものであった。 

・特に変化したと感じる点については、 

「行事」「環境」など、保護者にとって見えやすく分かりやすいもの

が多かったが、見えにくいと思われる保育内容についても、変化

したと感じるという回答も多く見られた。（行事等の際に、保育に

ついて保護者に説明を行う等） 

日々の保育について、可視化がしっかりとなされていることが伺

え、このことからも、保育の可視化が大切であると言える。 

・子ども中心の保育になったことで、子どもが自分で考える力が

ついたとの回答もあった。 

うみべのもり保育所 保護者アンケートより  

・ドキュメンテーションについての質問では、自由記述の回答にお

いて、「子どもと保護者、また保護者同士が、ドキュメンテーション

を介して会話をしている」「ドキュメンテーションに書かかれている

保育者の子どもへの関わりや会話が参考になる」等の意見が

あった。 

・１人の興味がクラス全体の興味へつながっていると感じている

保護者もあった。 

Ｑ．公開保育の負担軽減について 

Ａ．（森田園長） 

・舞鶴だけではなく、色々な所から見学に来られることもあり、どう

しても構えてしまう面がある。何も準備せずに、見学にだけ来られ

る日があってもよいのではないか。公開保育を大きなイベントに

するのではなく、園同士の交流という形で保育を公開することで、

公開保育の負担が軽減されるのではないかと考える。 

Ｑ．ドキュメンテーションについて 

Ａ．（島田所長） 

・以前は、子どもの遊びの中から場面を切り取り、日誌とは別にド

キュメンテーションを書いていた。取り出し型から日誌型へ変換し

た背景として、1つには業務負担の軽減がある。さらに、もう1つの

理由としては、子どもの遊びは続いていき、つながるものであり、

場面を切り取るよりも毎日の姿を書ける方がよいと考えた。日誌

型のドキュメンテーションにすることで、遊びの時系列が分かりや

すくなった。 

・欠席や特記事項の記入欄もあるため、監査にも通るものとなっ

ている。 

・現在は、職員が時間を工夫して、ドキュメンテーションを書いて

いるが、ドキュメンテーションも含め、記録を書くための時間はしっ

かりと確保する必要がある。今後の課題とも言える。 

Ｑ．同伴者（共に学ぶ人）としてのリーダー（ファシリテーター）の

役割 

Ａ．（島田所長） 

・自分自身は職員それぞれに、色々なことを任せるようにしてい

る。その中で、職員は自分達から気付き、「こうしよう」と行動した

り、「こんな物を作ってみよう」等と、主体的に行動している。そし

て、行動した結果、子どもの様子がどのように変化したのかを教

えてくれている。 

・これらの姿に、職員一人一人の主体性が育っているのだなと嬉

しく感じている。それとともに、子どもも職員も主体性を持つことが

大切であると改めて実感している。 

ニーズの多様化する保育現場

職員のモチベーションの持続を図り資質をあげて行
こうとする時必要なこと

↓
• 心身の健康管理≪自己及び周りは気付けて声掛け出来るか≫
• 業務量の管理≪優先順位≫
（書類・効率のよい会議・勉強会の持ち方の工夫）

• それぞれに自己有用感を感じられる関わり。
• 職員とのコミュニケーション。現場の事を知る。

☆そうした土台があった上で、保育内容を語りやすい、
良い事も、改善点もお互いに言い合えるチーム

そんな風になったらいいなと考え行動していきたい。


